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a; b は正の整数とする．

p
3 は a

b と
a+ 3b
a+ b の間にあることを証明せよ．� �

【テーマ】：不等式の証明S Ð ]
題意から a

b <
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a+ b <

p
3< ab を示せばよい．g q

Ð で挙げたように考えるのが自然なのですが，これを証明するためには，どのように考えると最も簡単に示せる

のでしょうか．これらの 2 式を変形すると，次のようになります．
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すなわち，# ab ¡p3; # a+ 3ba+ b ¡

p
3; < 0 が証明できればよいのです．このように，証明すべき式を自分で見つけ

てくるのが証明問題の一番のポイントになります．
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【証明】 # ab ¡p3; # a+ 3ba+ b ¡
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a; b は正の整数であるから，a¡
p
3b Ë 0 である．よって，
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となるので，# ab ¡p3; # a+ 3ba+ b ¡
p
3; < 0 である．よって，ab ¡p3 と a+ 3b

a+ b ¡
p
3 は異符号であるから，

p
3 は a

b と
a+ 3b
a+ b の間にあることが示された． (証明終)
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証明を見ると簡単に感じてしまうかもしれませんが，アイデアが必要なので方法を知らなければ難しく感じるでし

ょう．ポイントにかいた不等式の変形はよく使う式変形なので，必ずマスターしておかなければいけません．

この問題を一般化した問題が 1998 年に京都教育大学で出題されたことがあります．
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